
　

年
の
瀬
も
押
し
迫
り
、
お
忙
し

い
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

自
治
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
自
治
会
活
動
に
御
理

解
御
協
力
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
暮
れ
に
治
ま
り
つ

つ
あ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
も
、

年
が
改
ま
っ
た
一
月
に
は
「
第
六

波
」
の
感
染
の
波
が
押
し
寄
せ
、

令
和
四
年
度
の
自
治
会
運
営
に
も

暗
雲
が
差
し
込
み
ま
し
た
が
、
感

染
対
策
を
十
分
に
行
い
可
能
な
限

り
事
務
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、八
月
に
は「
第

七
波
」
の
強
烈
な
感
染
爆
発
が
発

生
し
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
ふ

る
さ
と
夏
祭
り
」
や
市
民
祭
り

「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
へ
の
参
加

は
、
残
念
な
が
ら
断
念
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

更
に
、
政
府
の
「
社
会
経
済
活

動
の
維
持
と
感
染
拡
大
防
止
の
両

立
」
が
打
ち
出
さ
れ
る
中
、
十
月

か
ら
は
徐
々
に
感
染
増
加
が
続
き
、

十
一
月
に
は
「
第
八
波
」
に
突
入

し
、県
内「
医
療
非
常
事
態
宣
言
」

が
発
出
さ
れ
る
事
態
と
な
り
、
今

年
も
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
一

年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
「
令
和

五
年
度
自
治
会
新
年
総
会
」
を
公

民
館
で
通
常
開
催
す
る
こ
と
は
断

念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
昨
年
に
続
き

「
書
面
決
議
」
で
の
総
会
開
催
の

選
択
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
会
員
の
皆
様
に
は
、
諸
般
の

事
情
を
お
汲
み
取
り
い
た
だ
き
、

御
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で

あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
を
し

な
が
ら
の
毎
月
の
協
議
会
の
開
催

や
、
春
秋
の
環
境
整
備
の
実
施
、

ま
た
、
四
月
に
行
わ
れ
た
生
島
足

島
神
社
御
柱
大
祭
へ
の
参
加
、
九

月
に
は
消
防
団
第
六
分
団
員
が
大

勢
参
加
さ
れ
る
中
、
自
治
会
防
災

訓
練
を
城
南
公
園
で
実
施
す
る
等
、

日
常
活
動
を
取
り
戻
す
状
況
も
生

ま
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
．
市
へ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て

　

市
へ
の
要
望
事
項
に
つ
き
ま
し

て
は
、
七
月
ま
で
に
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
出
さ
れ
た
要
望
事
項
の
取
り

纏
め
・
現
地
確
認
を
行
う
と
共
に
、

前
年
度
未
実
施
の
要
望
箇
所
の
摺

合
せ
を
行
い
、
八
月
に
市
に
要
望

書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
初
の
要
望
箇
所
は
、
十
九
項

目
の
要
望
で
し
た
が
、
そ
の
後
、

七
項
目
の
追
加
要
望
を
提
出
し
、

最
終
的
に
は
二
十
六
項
目
に
及
ぶ

要
望
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
実
施
さ
れ
た
土
木
事
業

に
つ
い
て
は
、
長
野
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

北
側
か
ら
し
い
の
み
園
に
抜
け
る

市
道
の
改
良
工
事
、
第
六
ブ
ロ
ッ

ク
鯉
座
川
沿
い
の
市
道
改
良
工
事

が
終
了
し
、
今
後
南
小
の
通
学
路

と
し
て
「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」
の

設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
新
設

及
び
補
修
各
一
件
も
竣
工
を
確
認

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
要
望
箇
所
の
現

地
確
認
を
十
月
初
旬
に
実
施
し
、

新
年
度
に
向
け
予
算
獲
得
な
ど
強

く
要
請
を
致
し
ま
し
た
。

二
．
敬
老
会
に
つ
い
て

　

こ
こ
二
年
開
催
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
敬
老
会
は
、
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
感
染
状
況
等
開
催
の
可
能
性
を

模
索
致
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

今
年
も
通
常
開
催
は
断
念
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
七
十
五
歳
以
上
の
対

象
者
は
二
八
一
名
で
、
全
員
に
実

用
的
な
お
祝
い
の
記
念
品
を
お
届

け
い
た
し
ま
し
た
。

三
．
防
犯
灯
に
つ
い
て

　

今
年
は
、
市
の
助
成
金
対
象
の

第
三
・
第
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
二
基
の

新
設
と
、
第
八
ブ
ロ
ッ
ク
の
改
修

を
一
基
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

中
之
条
御
所
商
工
振
興
会
の
解

散
に
伴
い
、
管
理
移
管
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
六
十
六
基
の
「
装

飾
灯
」
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
一

日
付
で
「
覚
書
締
結
」
を
実
施
し
、

今
後
の
電
気
代
や
施
設
の
管
理
等

を
自
治
会
が
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
移
管
に
伴

い
、
商
工
振
興
会
か
ら
一
基
五
万

円
づ
つ
合
計
三
百
三
十
万
円
の
納

入
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
将
来
的

な
施
設
の
維
持
管
理
費
と
し
て
特

別
会
計
に
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

四
．
精
穀
所
跡
地
に
つ
い
て

　

精
穀
所
取
り
壊
し
に
伴
う
跡
地

に
つ
い
て
、
自
治
会
の
駐
車
場
と

し
て
利
用
し
て
い
く
た
め
、
精
算

組
合
と
十
一
月
十
九
日
に
「
覚
書

締
結
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
該
土
地
は
、
自
治
会
が
上
田

市
に
寄
付
し
た
う
え
で
、
「
念

書
」
を
取
り
交
わ
し
、
無
償
で
精

穀
所
と
し
て
使
用
し
て
き
た
も
の

で
、
今
回
の
覚
書
締
結
に
合
わ
せ
、

自
治
会
の
駐
車
場
と
し
て
の
利
用

継
続
に
つ
い
て
、
上
田
市
と
改
め

て
「
念
書
」
の
取
り
交
わ
し
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
自
治
会
や
公
民
館
等

の
活
動
に
十
二
分
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
．
防
災
備
品
の
整
備
に
つ
い
て

　

今
年
三
月
作
成
さ
れ
た
城
下
地

区
防
犯
防
災
協
議
会
の
「
城
下
地

区
防
災
計
画
」
に
お
い
て
、
自
治

会
と
し
て
の
防
災
用
備
蓄
資
器
材

が
他
自
治
会
に
比
べ
相
当
数
不
足

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。

　

自
治
会
と
し
て
は
、
現
在
、
発

電
機
や
消
火
器
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
除
雪

機
な
ど
個
々
に
取
得
整
備
さ
れ
て

き
て
は
お
り
ま
す
が
、
保
管
場
所

も
分
散
し
て
お
り
緊
急
時
の
対
応

に
は
難
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
精
穀
所
跡
地
駐

車
場
北
側
農
業
協
議
会
所
有
の
倉

庫
に
、
一
括
集
積
整
頓
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
、
市
の
助
成
制
度
を
活
用

し
な
が
ら
、
年
次
計
画
で
徐
々
に

備
品
や
機
器
を
整
え
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

六
．
太
陽
光
発
電
施
設
整
備
に
伴

　
う
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

計
画
の
発
覚
か
ら
七
年
に
わ
た

り
城
下
地
区
の
大
き
な
課
題
で
あ

り
ま
し
た
「
諏
訪
形
太
陽
光
発
電

事
業
」
で
す
が
、
昨
年
の
熱
海
市

の
土
石
流
災
害
な
ど
が
発
生
す
る

中
、
施
工
業
者
と
地
元
関
係
者
間

で
精
力
的
に
折
衝
が
行
わ
れ
て
参

り
ま
し
た
が
、
十
月
十
六
日
地
元

九
自
治
会
と
事
業
主
及
び
管
理
責

任
者
と
の
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
二
十
年
間
協
定
に
基
づ

く
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

も
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
と

な
り
ま
し
た
が
、
区
民
の
皆
様
が

健
康
で
穏
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら

れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

令
和
四
年
　
後
半
報
告

高
　
橋
　
義
　
幸

中
之
条
自
治
会
長

第１７８号

中 之 条 自 治 会

も  

く  

ず
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中
之
条
の
自
治
会
長
選
挙
が
令

和
四
年
十
二
月
四
日
（
日
）
に
行

わ
れ
、
令
和
五
年
度
の
自
治
会
長

に
第
五
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
澤
伸
夫
氏

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
協
議
会
長
に
は
、
十
二
月

十
一
日
（
日
）
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
の

尾
崎
政
司
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
敬
称
略
）

自
治
会
長　
　

中
澤　

伸
夫

　
　
　
　
　

（
第
五
ブ
ロ
ッ
ク
）

副
自
治
会
長　

武
石　

一
幸

　
　
　
　
　

（
第
五
ブ
ロ
ッ
ク
）

会
計　
　
　
　

田
中　

良
和

　
　
　
　
　

（
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
）

総
務
部
長　
　

小
松　

隆
明

　
　
　
　
　

（
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
ま

し
た
自
治
会
役
員
は
次
の
通
り
で

す
。　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

ブ
ロ
ッ
ク
長

　

第
一　
　
　
　

田
上　
　

泰

　

第
二　
　
　
　

土
田　
　

豊

　

第
三　
　
　
　

佐
藤　
　

誠

　

第
四　
　
　
　

羽
田　

真
也

　

第
五　
　
　
　

野
沢　

千
代

　

第
六　
　
　
　

橋
詰　

善
紀

　

第
七　
　
　
　

横
山　
　

猛

　

第
八　
　
　
　

田
中　

悦
喜

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

　

第
一　
　
　
　

片
町　

守
康

　

第
二　
　
　
　

高
橋　

隆
太

　

第
三　
　
　
　

高
橋　

良
人

　

第
四　
　
　
　

塚
田　

勝
三

　

第
五　
　
　
　

桑
原　

龍
男

　

第
六　
　
　
　

山
田　

晃
一

　

第
七　
　
　
　

田
中　

孝
宏

　

第
八　
　
　
　

山
岸　

一
彦

特
別
協
議
員　
　

公
民
館
長　
　
　

田
中　
　

裕

（
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

令
和
五
年
度
の
農
業
協
議
会
役

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

農
業
協
議
会
長　

尾
崎　

政
司

（
新
道
）

副
会
長　
　
　
　

中
澤　

伸
夫

（
柳
堂
）

会
計　
　
　
　
　

西
沢　

俊
郎

（
宮
方
）

　

新
役
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
苦

労
様
で
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
員
の
皆
さ
ん
委

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
窮
屈
な
日
々
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、
自
治
会
活
動
へ
の

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

自
治
会
・
農
業
協
議
会

令
和
五
年
度
新
役
員
紹
介

　

「
今
日
は
ど
ん
な
話
が
聞
け
る

　

か
し
ら
。
」

と
か

　

「
花
壇
に
は
ど
ん
な
花
が
咲
い

　

て
い
る
か
な
ぁ
。
」

な
ど
と
考
え
な
が
ら
、
民
生
委
員

と
し
て
家
庭
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

心
配
な
事
や
困
っ
て
い
る
事
が
な

い
か
確
認
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の

表
情
を
見
た
り
、
言
葉
を
交
わ
し

た
り
し
て
お
元
気
な
様
子
が
伝
わ

っ
て
く
る
と
、
私
ま
で
気
持
ち
が

明
る
く
な
り
ま
す
。
そ
の
後
話
題

は
、
花
壇
に
咲
く
花
へ
と
自
然
に

移
り
ま
す
。
行
く
度
に
咲
く
花
が

変
わ
り
、
私
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
が
、
そ
の
陰
に
は
草
取

り
、
花
が
ら
摘
み
、
肥
料
や
り
な

ど
毎
日
花
と
対
話
し
な
が
ら
心
を

配
っ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

小
学
校
の
授
業
参
観
も
楽
し
み

な
活
動
で
す
。
教
室
が
わ
か
ら
ず

困
っ
て
い
る
と
、

「
お
ば
ち
ゃ
ん
ど
こ
の
教
室
へ
行

き
た
い
の
？
連
れ
て
っ
て
あ
げ
る

よ
。
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
会
話
が
日
常
生
活
の
中
で

や
り
取
り
さ
れ
る
こ
と
が
、
地
域

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

人
生
の
先
輩
方
か
ら
お
聴
き
す

る
話
や
活
動
の
様
子
は
、
自
分
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
と
思
い
な
が

ら
、
民
生
委
員
と
し
て
の
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
は
、
去
る
７
月

６
日（
水
）午
後
７
時
よ
り
城
南
公

民
館
に
お
き
ま
し
て
、「
令
和
４
年

度
第
１
回
城
南
地
区
青
少
年
育
成

市
民
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
う
え
だ
ミ

ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

理
事
長

荒
川
玲
子
さ
ん
を
迎
え
、
「
地
域

×
ス
ポ
ー
ツ
で
子
ど
も
の
未
来
を

考
え
る
～
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ

ー
ム
上
田
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
活
動

地
域
の
皆
様
と
共
に

青
少
年
育
成
推
進
指
導
員
よ
り 藤

松
　
則
子

吉
池
　
英
之

民
生
児
童
委
員

を
通
し
て
～
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
荒
川
玲
子
さ
ん

率
い
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー

ム
「
上
田
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
」
は
、

２
０
１
９
年
５
月
ア
メ
リ
カ
の
フ

ロ
リ
ダ
で
行
わ
れ
た
チ
ア
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
の
世
界
大
会
に
お
い
て
世

界
第
２
位
」
に
輝
い
た
事
は
皆
様

の
記
憶
に
新
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
講
演
で
は
、
同
チ

ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
背
景
。
日
々

成
長
し
て
行
く
子
ど
も
達
の
取
り

組
む
姿
や
考
え
。
全
国
大
会
出
場

か
ら
ア
メ
リ
カ
フ
ロ
リ
ダ
で
の
世

界
大
会
ま
で
の
遠
征
費
を
支
え
た

地
元
の
各
企
業
や
団
体
の
支
援
や

協
力
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
が
子
ど
も
の
健
全
な
育

成
に
い
か
に
重
要
か
。
ま
た
、
地

域
や
各
企
業
・
団
体
の
支
援
が
い

か
に
必
要
か
を
話
さ
れ
て
お
り
、

今
後
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
行
く
と
の
事
で
し
た
。
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中
之
条
公
民
館

令
和
四
年
度
下
期
活
動
報
告

田
中
　
清
志

公
民
館
長

　

師
走
を
迎
え
、
な
に
か
と
気
ぜ

わ
し
い
毎
日
で
す
が
、
区
民
の
皆

様
に
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
は
公
民
館
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
後
半
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
計
画

し
た
ほ
と
ん
ど
の
行
事
を
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
い
事
と
な
り
、
大
変

申
し
訳
な
く
残
念
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
次
に
当
初
に
計
画
し
た

行
事
の
実
施
状
況
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。　
※
十
一
月
執
筆
時
点

一
、
自
治
会
内
行
事
等

　

①
八
月　

夏
祭
り　
　
　

中
止

　

②
九
月　

敬
老
会　
　
　

中
止

　
　

・
中
之
条
ぶ
ら
ぶ
ら

　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

中
止

　

③
十
月　

し
い
の
み
園

　
　
　
　
　

合
同
文
化
祭　

中
止

　

④
十
一
月

　
　

・
人
権
同
和
教
育
懇
談
会

　
　

・
各
部
活
動
発
表
会　

中
止

　
　
　
　

※
報
告
の
み
資
料
に
て

　
　

・
ペ
タ
ン
ク
大
会　
　

中
止

　

⑤
十
二
月

　
　

・
親
子
し
め
縄
教
室　

中
止

　

⑥
運
営
委
員
会　

八
月
～
実
施

　
　
　
　

（
九
月
は
中
止
）

　
　

・
公
民
館
五
役
会
は
毎
月
実
施

二
、
城
南
公
民
館
主
催
行
事
等

　

①
八
月　

分
館
三
役
合
同
会
議

　

②
十
月　

城
南
地
区
運
動
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
止

　

③
十
一
月

　
　

・
城
南
地
区
文
化
祭

　
　
　
　

（
大
正
琴
部
参
加
）

　
　

・
青
少
年
育
成
推
進

　
　
　
　

指
導
員
会
議

　
　

・
城
南
地
区
子
ど
も

　
　
　
　

わ
い
わ
い
会
議

　

④
十
二
月
（
予
定
）

　
　

・
人
権
を
考
え
る
集
い

　
　

・
分
館
五
役
員
会
議

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
向
け
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
と
コ
ロ
ナ
新
規

感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
安

心
し
て
行
動
す
る
に
至
ら
な
い
状

況
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
区

民
皆
様
の
交
流
の
場
と
し
て
の
公

民
館
活
動
を
可
能
な
限
り
計
画
・

実
施
を
目
指
し
て
活
動
し
て
参
り

ま
し
た
。
自
治
会
協
議
会
を
始
め

と
し
て
事
業
実
施
に
ご
尽
力
頂
い

た
皆
様
ほ
か
、
公
民
館
役
員
、
運

営
委
員
の
皆
様
に
は
実
施
に
向
け

た
協
議
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

更
に
、
公
民
館
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
い
た
区
民
の
皆
様
に

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
、
城
南
公
民
館
の
活
動
に

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
も
城
南
公
民
館
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
、
通
常
の
活
動
を
行

う
こ
と
が
困
難
な
一
年
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
最
も
大
き
な
行

事
で
あ
る
城
南
地
区
運
動
会
に
つ

き
ま
し
て
、
各
自
治
会
の
中
で
協

議
を
い
た
だ
き
、
運
動
会
に
替
わ

る
新
し
い
大
会
の
開
催
に
向
け
、

今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
十
分
な
感
染
対
策
を

講
じ
た
事
業
は
実
施
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
三
年
振
り
に
城

南
地
区
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

舞
台
発
表
で
は
、
中
之
条
公
民
館

で
活
動
し
て
い
る
カ
ト
レ
ア
さ
ん

も
一
員
で
あ
る
団
体
の
皆
様
に
見

事
な
大
正
琴
の
演
奏
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

観
客
の
皆
様
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
る
光
景
は
、
久
し
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

来
年
こ
そ
は
、
こ
う
し
た
感
動

が
戻
る
年
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
城
南
地

区
分
館
長
会
長
と
し
て
、
一
年
間

御
足
労
い
た
だ
き
ま
し
た
田
中
分

館
長
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
中
之
条

自
治
会
の
皆
様
に
は
、
お
世
話
に

な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 

南
小
学
校
だ
よ
り

南
小
学
校
長　

山
邉
　
久
史

◀
花
火
を
み
の
り
保
育
園
に
寄
贈

◀
人
権
同
和
教
育
懇
談
会
の
様
子

◀
城
南
文
化
祭
に
参
加（
大
正
琴
）

館
長
　
滝
澤
　
宗
雄

城
南
公
民
館
よ
り

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り

ま
す
が
、
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち

の
学
び
を
止
め
な
い
で
、
で
き
る

限
り
の
工
夫
を
し
な
が
ら
、
教
育

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

六
月
十
七
日
の
音
楽
会
は
、
感

染
状
況
を
考
え
、
学
年
ご
と
の
発

表
で
保
護
者
の
皆
様
に
は
そ
の
都

度
入
れ
替
え
て
い
た
だ
き
、
実
施

し
ま
し
た
。
九
月
三
〇
日
の
運
動

会
は
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
前
半

後
半
に
分
け
て
参
観
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
全
校
が
そ
ろ
っ
て

グ
ラ
ン
ド
に
出
て
互
い
の
競
技
を

見
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
２
年
間
宿
泊
が
で
き
な
か

っ
た
５
年
生
の
高
原
学
習
は
十
月

上
旬
に
一
泊
二
日
で
実
施
で
き
、

烏
帽
子
登
山
、
飯
ご
う
炊
さ
ん
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
楽
し

い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
６
年

生
の
修
学
旅
行
は
、
十
一
月
上
旬

に
静
岡
方
面
へ
予
定
通
り
行
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
１
日
目
は
製

菓
工
場
見
学
、
久
能
山
、
三
保
の

松
原
、
水
族
館
見
学
、
２
日
目
は
、

海
で
の
釣
り
の
体
験
、
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
、
ミ
カ
ン
狩
り
な
ど
充
実
し

た
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
学
び
が
広
が
り
、
経

験
値
が
高
く
な
り
、
成
長
へ
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
ま
だ
ま
だ
苦
し
い
学
校
生

活
で
す
が
、
引
き
続
き
精
一
杯
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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中
之
条
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

の
活
動
に
、
平
素
よ
り
御
理
解
、

御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
活
動
報
告
で
す
が
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
休
日

に
開
催
さ
れ
た
大
会
に
は
人
数
が

そ
ろ
わ
ず
参
加
す
る
事
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
城
下
ナ
イ
タ
ー
リ

ー
グ
で
は
、
５
勝
１
敗
で
中
断
さ

れ
暫
定
１
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

部
員
７
名
が
参
加
し
て
い
る
オ

ー
ル
城
下
実
年
（
50
歳
以
上
）
で

県
大
会
準
優
勝
す
る
事
が
で
き
、

コ
ロ
ナ
が
お
ち
つ
い
た
７
月
に
福

井
県
で
開
催
さ
れ
た
北
信
越
大
会

に
出
場
し
、
と
て
も
楽
し
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
回
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
部
員
登
録
は
21
名

（
中
之
条
で
な
い
人
４
名
含
む
）

お
り
ま
す
が
、
ナ
イ
タ
ー
に
出
れ

な
い
人
、
休
日
に
出
れ
な
い
人
が

い
て
毎
回
ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
で
試

合
を
し
て
い
る
状
態
で
す
。
部
員

の
多
く
は
試
合
の
な
い
日
は
、
家

族
サ
ー
ビ
ス
を
い
っ
ぱ
い
し
て
い

ま
す
。
（
た
ぶ
ん
）
で
す
の
で
、

奥
様
方
に
は
入
部
に
迷
っ
て
い
る

旦
那
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
是

非
背
中
を
押
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
来
年

こ
そ
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
、
楽
し

く
生
活
で
き
ま
す
様
願
い
な
が
ら

活
動
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

「
火
事
だ
！
」
「
１
１
９
番
」

　

「
消
火
器
、
消
火
栓
！
」

　

「
消
火
栓
は
ど
こ
だ
？
」

　

「
消
火
栓
って
、ど
う
や
る
の
？
」

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
、

火
の
手
は
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

「
い
ざ
」
と
い
う
時
の
た
め
に
、

日
頃
か
ら
準
備
と
訓
練
が
大
切
な

こ
と
を
皆
で
学
ん
だ
防
災
訓
練
で

し
た
。

　

９
月
初
め
の
日
曜
日
、
中
之
条

児
童
公
園
で
、
協
議
会
役
員
で
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
六
分
団
か
ら
十
三
人
の
団
員

の
皆
さ
ん
に
指
導
に
駆
け
付
け
て

い
た
だ
き
、
消
火
器
の
使
い
方
や

地
下
式
消
火
栓
の
開
け
方
、
ホ
ー

ス
の
繋
ぎ
方
か
ら
放
水
ま
で
、
実

際
に
水
を
出
し
て
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
ご
自
宅
の
最
寄
り
の

消
火
栓
が
ど
こ
に
あ
る
か
確
認
さ

れ
て
ま
す
か
？

　

我
が
家
は
大
丈
夫
！
と
思
っ
て

い
て
も
絶
対
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

一
度
、
寒
さ
が
本
格
化
す
る
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
近
く
に
消
火

栓
が
な
け
れ
ば
、
消
火
器
の
準
備

だ
け
で
も
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
災
害
は
火
災
ば
か
り
で

な
く
、
地
震
や
水
害
、
大
雪
な
ど

の
災
害
で
は
、
自
治
会
だ
け
で
の

対
応
が
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

先
頃
、
城
下
ま
ち
づ
く
り
未
来
会

議
の
防
犯
防
災
協
議
会
が
「
城
下

地
区
防
災
計
画
」
を
作
成
し
、
そ

の
概
要
版
を
各
戸
に
配
布
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の
協
力
に
よ

り
減
災
、
防
災
に
努
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
防
災
訓
練

で
大
い
に
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た

第
六
分
団
、
一
緒
に
活
動
す
る
仲

間
を
募
集
中
で
す
。
写
真
の
よ
う

に
地
域
を
守
る
活
動
に
興
味
が
あ

れ
ば
、
是
非
、
城
下
地
区
防
災
セ

ン
タ
ー
の
第
六
分
団
詰
所
を
覗
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

「
？
防
災
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ

な
い
！
」
朝
日
ヶ
丘
の
信
号
の
西

側
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
さ
ん
の
東

隣
り
が
「
城
下
防
災
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

部
長
　
石
崎
　
広
志

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
の
為
、
講
習
会
、

親
睦
旅
行
、
そ
し
て
５
月
の
球
技

大
会
、
８
月
の
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

等
、
年
間
の
計
画
が
ほ
と
ん
ど
中

止
に
な
り
ま
し
た
。
活
動
報
告
の

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
が
、
花
と
緑

の
会
も
一
回
も
講
習
会
を
実
施
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
12
月
の
中
旬

頃
ま
で
に
は
鉢
物
の
お
正
月
飾
り

の
講
習
会
を
実
施
す
る
予
定
で
し

た
が
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
報
道
に
よ

る
と
、
県
内
新
規
感
染
者
数
は
人

口
十
万
人
当
た
り
全
国
で
３
番
に

多
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

樹
木
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
、

昨
年
に
続
い
て
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。
植
木
類
は
植
え
つ
け
て
１

年
間
、
肥
料
は
厳
禁
で
す
。
根
を

き
ら
れ
肥
え
あ
た
り
し
ま
す
。
バ

ラ
の
木
草
花
は
別
で
す
。
ア
リ
の

退
治
に
は
殺
虫
剤
（
ス
ミ
チ
オ
ン
）

を
穴
に
薬
を
流
す
か
、
又
は
熱
湯

を
流
す
と
効
果
的
で
す
。
ア
リ
が

発
生
す
る
と
ア
ブ
ラ
虫
を
寄
せ
つ

け
て
幹
が
黒
く
な
り
ネ
バ
ネ
バ
す

る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、

洗
剤
を
水
に
と
か
し
て
、
タ
オ
ル

に
染
み
こ
ま
せ
て
幹
、
葉
を
数
回

こ
す
る
と
効
果
的
で
す
。　

来
年

こ
そ
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
治
ま

り
、
花
と
緑
に
触
れ
活
気
を
と
り

も
ど
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

花
と
緑
の
会

西
澤
　
和
也

防 

災 

訓 

練 

の 

様 

子　
中
之
条
総
務
部
長
　
腰
原
　
広
道
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カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
は
現
在
三
名

で
毎
月
第
二
と
第
四
火
曜
日
の
午

後
一
時
半
よ
り
三
時
ま
で
Ｃ
Ｄ
を

先
生
に
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

歌
の
内
容
は
男
歌
と
女
歌
に
分

け
て
一
曲
を
二
回
ず
つ
歌
い
覚
え

て
い
ま
す
。
今
年
も
昨
年
に
続
い

て
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
る
中
で
私

共
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
バ
ッ
チ
リ
や

っ
て
毎
月
し
っ
か
り
練
習
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
本
来
カ
ラ
オ
ケ

ク
ラ
ブ
も
公
民
館
の
順
運
営
委
員

と
し
て
年
間
行
事
に
関
わ
る
わ
け

で
す
が
コ
ロ
ナ
の
レ
ベ
ル
が
下
が

ら
ぬ
事
で
お
休
み
に
な
り
ほ
と
ん

ど
手
伝
い
無
し
で
来
て
い
ま
す
。

　

部
内
の
行
事
と
し
て
は
年
数
回

の
食
事
会
と
市
内
五
団
体
で
構
成

す
る
上
田
歌
謡
グ
ル
ー
プ
に
参
加

し
て
ま
し
て
年
間
五
回
ほ
ど
の
合

同
歌
会
が
あ
り
ま
す
が
こ
ち
ら
も

コ
ロ
ナ
で
中
止
で
し
た
が
、
忘
年

会
だ
け
で
も
「
や
り
た
い
！
」
に

な
り
、
十
一
月
二
十
九
日
に
や
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
っ
た
い

何
時
に
な
っ
た
ら
コ
ロ
ナ
は
終
わ

る
の
で
し
ょ
う
か
ね
。

　

と
こ
ろ
で
吾
が
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ

ブ
は
今
、
人
手
不
足
に
落
入
何
と

も
寂
し
い
人
数
に
て
推
移
し
て
い

ま
す
。
以
前
よ
り
自
治
会
の
皆
様

へ
は
絶
大
な
る
入
会
の
お
願
い
を

し
て
ま
い
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま

ま
だ
と
近
い
将
来
「
終
末
医
療
の

領
域
」
に
突
入
し
ま
す
。
何
と
ぞ

中
之
条
の
皆
様
方
の
入
会
を
節
に

お
願
い
し
ま
す
。

中
之
条
囲
碁
ク
ラ
ブ

部
長
　
山
岸
　
丈
貢

　

囲
碁
ク
ラ
ブ
は
、
毎
週
土
曜
日
、

公
民
館
で
10
時
～
15
時
迄
開
催
し

て
い
ま
す
。
途
中
の
入
退
室
は
自

由
な
の
で
、
対
戦
相
手
を
変
え
な

が
ら
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
、
気

軽
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
東
信
地
区

の
囲
碁
大
会
、
当
ク
ラ
ブ
の
囲
碁

大
会
、
懇
親
会
等
は
昨
年
に
引
き

続
き
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
毎
回

５
名
ほ
ど
が
時
間
の
た
つ
の
も
忘

れ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

一
局
の
対
局
時
間
は
、
一
時
間

程
度
で
す
。
相
手
の
大
石
を
必
死

に
取
ろ
う
と
次
の
一
手
に
集
中
し

て
、
逆
に
自
分
の
石
が
取
ら
れ
て

し
ま
っ
た
り
し
な
が
ら
、
対
局
時

間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
す
。
局
後
に
は
、
悪
い
手

や
好
い
手
等
を
解
説
し
て
頂
く
こ

と
も
あ
り
、
棋
力
向
上
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　

囲
碁
は
、
簡
単
な
ル
ー
ル
で
、

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
一
生
涯
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
日
も

プ
ロ
棋
戦
で
、
杉
内
八
段（
95
歳
）

が
甲
田
四
段
（
46
歳
）
に
勝
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
初
心
者
で
も
、

有
段
者
と
ハ
ン
デ
ィ
を
付
け
て
対

等
に
対
局
で
き
る
こ
と
も
大
き
な

魅
力
で
す
。
更
に
、
一
人
の
時
で

も
わ
ず
か
な
時
間
が
あ
れ
ば
、
詰

碁
等
で
囲
碁
を
十
分
楽
し
む
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

囲
碁
を
始
め
て
み
た
い
方
は
、

ク
ラ
ブ
代
表
の
山
岸
（
☎
24
︱

４
１
９
８
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ足立

　
敏
男

︱
「
き
ょ
う
よ
う
」
と

　

「
き
ょ
う
い
く
」
の
大
切
さ
︱

　

シ
ニ
ア
向
け
の
言
葉
が
、
載
っ

て
い
る
本
と
出
合
い
ま
し
た
。

「
き
ょ
う
よ
う
」
は
、
「
教
養
」

と
、
「
今
日
、
用
」
の
意
味
で
、

「
き
ょ
う
い
く
」
は
、
「
教
育
」

と
、
「
今
日
、
行
く
」
の
意
味
が

あ
る
と
の
事
で
す
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
歌
の

練
習
日
を
遅
ら
せ
て
開
始
し
ま
し

た
。
歌
を
指
導
し
て
下
さ
る
、
古

見
先
生
と
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
、

「
皆
さ
ん
、い
い
お
顔
で
す
ね
。」と
、

言
っ
て
い
た
だ
き
、
思
わ
ず
ク
ッ

ス
と
し
て
、
辺
り
を
見
回
し
て
し

ま
し
ま
し
た
。

　

古
見
先
生
が
、
言
っ
て
下
さ
っ

た
言
葉
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
巣

ご
も
り
生
活
か
ら
、
抜
け
出
し
て

「
今
日
は
、
も
～
い
い
会
の
用
が

あ
る
」
「
今
日
は
、
公
民
館
へ
行

く
日
だ
」
、
そ
し
て
皆
ん
な
に
会

え
る
う
れ
し
さ
や
、
歌
う
喜
び
の

ワ
ク
ワ
ク
感
が
、
良
い
表
情
と
な

っ
て
先
生
の
目
に
、
映
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
当
り
前
の
様
に
、
公
民

館
に
出
入
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

実
は
、
と
で
も
あ
り
が
た
い
事
だ

と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
痛
感
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
、
用
事
を
作
り

公
民
館
へ
出
向
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

西
沢
　
初
子

 

童
謡
唱
歌
を
愛
す
る
会

　
　
　
　
も
〜
い
い
会

　

大
正
琴
カ
ト
レ
ア
は
、
山
岸
先

生
の
ご
指
導
の
も
と
、
毎
月
第
二

と
第
四
水
曜
日
の
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
二
時
間
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
平
均
年
齢
は
七
十
八
歳
で
す

が
、
気
が
若
く
、
や
る
気
満
々
の

皆
様
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
、
施
設

訪
問
や
、
又
中
之
条
公
民
館
で
の

発
表
会
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
十
一
月
六
日
の
城
南
公

民
館
文
化
祭
で
「
高
原
列
車
は
行

く
」
を
引
く
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ

が
レ
ベ
ル
４
に
な
っ
た
ら
中
止
な

の
で
中
止
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願

い
ま
す
。
又
十
一
月
二
十
三
日
佐

久
平
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
琴
伝
流

東
信
州
琴
の
会
に
出
演
予
定
で
す
。

弾
く
曲
は
「
高
原
列
車
は
行
く
」

と
「
珍
島
物
語
」
の
二
曲
で
す
。

余
談
で
す
が
、
こ
の
琴
の
会
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
や
他
局
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

琴
の
演
奏
者
、
大
阪
芸
大
在
学
中

の
増
田
心
馬
さ
ん
が
、
大
阪
か
ら

き
て
実
際
に
演
奏
さ
れ
る
と
の
事

で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
大
正
琴
は
、
鍵
盤
に
数

字
が
書
い
て
あ
り
、
誰
で
も
練
習

す
れ
ば
弾
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

又
頭
と
指
の
体
操
に
な
り
ま
す
。

先
生
が
解
り
や
す
く
指
導
し
て
下

さ
り
、
弾
け
る
よ
う
に
な
る
と
楽

し
い
で
す
。
見
学
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。
練
習
用
の
琴
も
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

大
正
琴
ク
ラ
ブ
カ
ト
レ
ア

布
施
　
恵
美

　

「
地
域
の
つ
な
が
り
は
今
ど
こ

へ
」

　

マ
ス
ク
に
す
っ
か
り
慣
れ
て
し

ま
っ
た
今
日
こ
の
頃
。
一
時
期
の

危
機
感
も
薄
れ
、
何
を
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
も
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら

な
い
今
日
こ
の
頃
。

　

こ
の
３
年
間
で
地
域
の
人
間
関

係
も
、
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
分

で
す
。
秋
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
た

地
域
の
運
動
会
で
は
、
老
若
男
女

が
声
を
張
り
上
げ
選
手
を
応
援
し
、

そ
の
結
果
に
一
喜
一
憂
し
た
懐
か

し
い
光
景
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

一
緒
に
遊
ん
だ
子
供
た
ち
が
大
き

く
な
っ
て
も
、
道
で
す
れ
ち
が
え

ば
ペ
コ
リ
と
挨
拶
し
て
く
れ
た
温

か
な
記
憶
が
地
域
か
ら
消
え
ま
し

た
。

　

公
民
館
で
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が

ら
役
員
の
お
姉
さ
ん
方
と
作
っ
た

豚
汁
の
材
料
が
運
動
会
当
日
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
胃
袋
に
収
ま
る
の

を
眺
め
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で

し
た
。
中
之
条
は
賑
や
か
で
し
た
。

い
つ
の
間
に
か
当
た
り
前
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
人
と
人
と
の
「
距

離
」
を
こ
れ
か
ら
ど
う
埋
め
て
い

け
ば
良
い
の
か
悩
み
ま
す
。
誰
に

遠
慮
も
な
く
大
声
で
笑
い
あ
え
る

日
が
早
く
来
ま
す
よ
う
に
と
、
祈

る
よ
う
な
気
持
ち
の
毎
日
で
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
が
担
う
役
割
は

計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
の
で

す
ね
。

塚
田
　
吉
和

中
之
条

バッ
ク
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
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今
年
一
年
、
千
曲
藻
の
編
集
に

携
わ
り
、
地
域
の
変
化
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

地
域
に
住
み
、
良
く
解
っ
て
い
る

つ
も
り
で
い
て
も
、目
に
入
ら
ず
、

過
ぎ
た
こ
と
は
思
い
出
せ
な
い
こ

と
も
多
い
で
す
ね
。
精
穀
所
が
建

っ
て
い
た
こ
と
、
念
仏
堂
が
あ
っ

た
こ
と
、
住
宅
が
増
え
る
一
方
で

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
変
化
し
て

い
ま
し
た
。

　

行
く
年
を
顧
み
て
、
新
し
い
年

の
地
域
の
在
り
方
を
皆
さ
ん
で
共

有
し
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

編
集
委
員

　
　

手
塚　

孝　
　

三
ツ
井
直
人

　
　

大
竹　

勝　
　

宮
澤　

寛
子

　
　

河
合
健
太
郎　

京
田　

陽
子

　
　

腰
原　

広
道

　　自治会費納入状況等のお知らせ
　日頃より、自治会費の納入及び各種寄付金への御協力をいただき、御礼申し上げます。
　以下のとおり、上半期の状況をお知らせいたします。

中之条自治会　会計　山田　晃一

⑵中之条文化財保存基金　現在高
　・前年度繰越金929,117円＋今年度寄付金172,500円＝1,101,621円
⑶わっしょい会計　現在高
　・上田わっしょい（7月30日開催）に参加しないため、寄付金の依頼は、行っていません。
　・前年度繰越金157,817円＋今年度寄付金０円

⑴一般会計予算
　・一般会計の収入及び支出の総額は、15,968,144円です。
①自治会費納入状況（令和4年11発20日現在）

※納入金額合計には、会計担当アパート分も含みます。

世帯数 事業所数 金額（円）

第１ブロック 108 0 794,700

第２ブロック 153 7 1,135,900

第３ブロック 193 9 1,316,500

第４ブロック 83 7 699,100

第５ブロック 188 2 1,266,600

第６ブロック 169 0 1,259,925

第７ブロック 136 4 943,875

第８ブロック 203 1 1,064,500

※会計担当アパート − − 1,064,618

合計 1,233 30 9,545,718

　

令
和
５
年
度
の
新
年
総
会
は
、

一
月
八
日
に
中
之
条
公
会
堂
大
広

間
に
て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

再
拡
大
の
状
況
か
ら
、
昨
年
に
引

き
続
き
書
面
に
よ
り
表
決
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
自
治
会
員
の

皆
様
は
、
表
決
書
を
班
長
さ
ん
経

由
で
提
出
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

新
年
総
会
は
書
面
表
決
で

　

今
年
一
年
間
、
次
の
方
々
が
、

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

一
月

　

第
一
ブ
ロ
ッ
ク 

吉
田
け
さ
子
さ
ん

　

第
二
ブ
ロ
ッ
ク 

片
山　

貞
子
さ
ん

　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク 

瀧
沢　

三
榮
さ
ん

二
月

　

第
七
ブ
ロ
ッ
ク 

上
條　

隆
男
さ
ん

　

第
八
ブ
ロ
ッ
ク 

桑
野　

秋
雄
さ
ん

　

第
七
ブ
ロ
ッ
ク 

徳
武　

安
夫
さ
ん

四
月

　

第
五
ブ
ロ
ッ
ク 

中
澤　

典
子
さ
ん

　

第
七
ブ
ロ
ッ
ク 

田
中　

兵
作
さ
ん

五
月

　

第
一
ブ
ロ
ッ
ク 

北
沢
美
津
子
さ
ん

六
月

　

第
七
ブ
ロ
ッ
ク 

小
林　

敦
子
さ
ん

　

第
四
ブ
ロ
ッ
ク 

田
中　

好
子
さ
ん

七
月

　

第
四
ブ
ロ
ッ
ク 

塚
田　

篤
次
さ
ん

八
月

　

第
四
ブ
ロ
ッ
ク 

松
本
シ
ヅ
エ
さ
ん

　

第
四
ブ
ロ
ッ
ク 

石
巻　

保
男
さ
ん

　

第
四
ブ
ロ
ッ
ク 

長
坂　

一
夫
さ
ん

　

第
二
ブ
ロ
ッ
ク 

松
崎　

キ
ヌ
さ
ん

　

第
一
ブ
ロ
ッ
ク 

池
田　

光
圀
さ
ん

九
月

　

第
二
ブ
ロ
ッ
ク 

小
林　

光
江
さ
ん

　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク 

中
澤　

和
子
さ
ん

十
月

　

第
四
ブ
ロ
ッ
ク 

竹
内　

和
男
さ
ん

　

第
八
ブ
ロ
ッ
ク 

山
田　

博
義
さ
ん

　

第
一
ブ
ロ
ッ
ク 

横
林　

浩
之
さ
ん

　

第
五
ブ
ロ
ッ
ク 

宮
澤
千
万
喜
さ
ん

十
一
月

　

第
二
ブ
ロ
ッ
ク 

古
平　

邦
男
さ
ん

お
く
や
み

慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
合
掌
）

令
和
四
年
十
二
月
一
日
現
在

項　目 金額（円）

自治会活動保険 151,200

城下自治連 40,000

城下安協 270,000

消防協力費 900,000

緑の募金 35,000

公民館活動費 1,700,000

共同募金（赤い羽根） 500,000

ふれあい協議会 100,000

社会福祉協議会 450,000

複十字シール募金 9,000
六ヶ村堰土地改良区
協力金 31,600

敬老会 記念品配布
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